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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

伊
予
街
道

第
21
回

は
じ
め
に

　

四
国
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
三
好
市

は
、
７
２
１
・
42
㎢
と
市
町
村
で
は
四

国
最
大
の
面
積
を
誇
り
、
そ
の
9
割
が

山
と
川
か
ら
な
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
あ
る
。
国
指
定
天
然
記
念
物
・
名

勝
地
に
指
定
さ
れ
た
大お
お
ぼ
け
き
ょ
う

歩
危
峡
や
、
桃

源
郷
と
称
さ
れ
る
祖
谷
の
原

風
景
や
か
ず
ら
橋
を
は
じ

め
、
有
数
の
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
着
地

型
観
光
の
成
功
事
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か
な

自
然
や
文
化
遺
産
の
宝
庫
で

あ
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
産
業
の
振
興
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
発
展
は
地
域
経
済

の
活
性
化
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
。

　
「
三
好
市
秘
境
ロ
マ
ン
街

道
」
は
、
平
成
21
年
４
月
、

日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ

た
。
剣
山
、
大
歩
危
・
小
歩
危
峡
な
ど
、

起
伏
に
富
ん
だ
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
奥
深
い
自
然
は
「
日
本
三

大
秘
境
」の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
家
落
人
伝
説
が
言
い
伝
え
ら
れ
、

県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
祖
谷

の
か
ず
ら
橋
」
や
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
「
東
祖
谷
山
村
落
合
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
な
ど
歴
史
・

文
化
資
源
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
奥
深
い
自
然
（
＝
秘
境
）
と
、「
平

家
落
人
伝
説
」
の
言
い
伝
え
（
＝
ロ
マ

ン
）か
ら
名
付
け
ら
れ
た「
秘
境
ロ
マ
ン

街
道
」。
魅
力
あ
る
地
域
資
源
で
あ
る

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
風
景
を
テ
ー
マ

と
し
た
美
し
い
街
道
と
地
域
を
目
指
し

て
、
秘
境
ら
し
い
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
街
道
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
範
囲
は
三
好
市
全
域
に
及
ぶ
。

山
暮
ら
し
の
知
恵
と 

技
が
い
き
づ
く 

“
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
”

　

も
と
も
と
は
祖
谷
の
暮
ら
し
を
支
え

る
生
活
道
だ
っ
た
か
ず
ら
橋
。
深
い
谷

と
断
崖
に
隔
て
ら
れ
た
山
に
住
む
村
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
水
で
も
流
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
強
固
な
か
ず
ら
橋
は
祖

谷
の
厳
し
い
風
土
と
山
暮
ら
し
の
知
恵

の
結
晶
で
も
あ
る
。

　

日
本
三
大
奇
橋
の
一
つ
と
数
え
ら

れ
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
祖
谷
に

逃
れ
た
と
さ
れ
る
平
家
の
落
人
が
、
源

氏
が
攻
め
て
き
た
場
合
に
直
ち
に
橋
を

切
り
落
と
し
、
そ
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
架
け
た
と
さ
れ
る
説
が
残
っ
て

い
る
。

「
大
歩
危
・
祖
谷
」を
中
心
と
し
た
豊
富
で
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
全
国
発
信
し
、観
光
地
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

三み
よ
し好

市
長（
徳
島
県
）　
黒く

ろ
か
わ川
征せ

い
い
ち一

三好市山城町（大歩危・小歩危）にて国内初の「ラフティング世界選手権」を開催
予定（平成29年10月3日から9日）
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山
奥
の
茅
葺
き
民
家
で 

快
適
な
暮
ら
し 

「
落
合
古
民
家
」

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
る
三
好
市
東
祖
谷
落
合

で
は
、
急
峻
な
斜
面
に
集
落
が
形
成
さ

れ
て
お
り
、
古
き
良
き
日
本
の
原
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
市
で
は
こ
の
集
落
に
あ
る
築
数
百

年
の
古
民
家
を
改
修
し
、
一
棟
丸
ご
と

貸
し
切
る
宿
泊
施
設
と
し
て
観
光
客
に

提
供
し
て
お
り
、
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ

趣
の
異
な
る
８
棟
が
集
落
の
上
下
に
点

在
し
て
い
る
。「
語
ら
う
」「
本
を
読
む
」

「
酒
を
飲
む
」―
―
い
つ
も
は
で
き
な
い

普
通
の
こ
と
が
か
な
う
こ
の
茅
葺
民
家

で
は
、
祖
谷
の
暮
ら
し
に
入
り
込
ん
だ

よ
う
な
体
験
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

壮
大
な
大
地
の
パ
ワ
ー
を 

感
じ
る
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト 

「
大
歩
危
・
小
歩
危
」

　

大
歩
危
・
小
歩
危
峡
は
激
流
吉
野
川

が
長
い
歳
月
を
か
け
て
固
い
岩
を
削

り
、
現
在
の
渓
谷
を
形
成
し
た
。
大
歩

危
・
小
歩
危
の
基
盤
と
な
る
岩
石
は

１
億
〜
２
億
年
前
に
深
海
に
降
り
積

も
っ
た
砂
や
泥
が
日
本
列
島
の
形
成
期

に
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト
と
の
間
で
さ

ま
ざ
ま
な
力
を
受
け
性
質
が
変
化
し
た

変
成
岩
で
、
大
地
が
隆
起
し
て
地
表
に

表
れ
た
も
の
は
と
て
も
珍
し
く
、
２
億

年
前
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
の
中
か
ら
大
地

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
取
れ
る
ジ
オ
ス
ポ
ッ

ト
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
、
学
術
的
な
価
値
も
高
い
大
歩

危
は
、
平
成
26
年
３
月
に
国
の
天
然
記

念
物
に
、
平
成
27
年
10
月
に
は
国
の
名

勝
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
は
世
界
有
数
の
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
、

２
０
１
７
年
10
月
に
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

世
界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り
へ

　

地
方
創
生
法
で
は
、
国
、
地
方
の

役
割
を
明
確
に
し
、
地
方
の
人
口
減

少
抑
制
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
基
礎
自
治
体
た
る
本
市
の

役
割
で
は
、
地
域
の
特
色
や
地
域
資

源
を
生
か
し
た
住
民
に
身
近
な
施
策

を
幅
広
く
地
方
版
総
合
戦
略
に
盛
り

込
み
、
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
景
観
や
歴
史
文
化
な
ど

地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振

興
に
よ
り
、
三
好
市
を
訪
れ
る
交
流
人

口
を
拡
大
し
、
三
好
市
に
興
味
を
持
っ

た
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
三
好
市
フ
ァ
ン
で

あ
る
関
係
人
口
へ
、
さ
ら
に
、
将
来
的

に
は
定
住
人
口
へ
つ
な
げ
る
サ
イ
ク
ル

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
応
じ
た
施
策

を
行
っ
て
お
り
、
転
出
抑
制
・
転
入
促

進
に
つ
な
げ
、
急
激
な
人
口
減
少
の
緩

和
を
図
っ
て
い
る
。

趣の異なる築数百年の古民家が８棟（外観は古の趣ながらバ
スルームや空調、床暖房など最新の快適設備を完備）

　

伊
予
街
道
は
徳
島
城
の
鷲
の
門
を
起

点
と
し
て
、
吉
野
川
の
南
岸
を
西
へ
ほ

ぼ
一
直
線
に
結
ぶ
街
道
。
北
岸
を
通
る
撫

養
街
道
と
平
行
し
て
走
っ
て
お
り
、
現

在
の
国
道
１
９
２
号
線
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

江
戸
時
代
、
徳
島
藩
に
よ
っ
て
領
内
に

整
備
さ
れ
た
阿
波
五
街
道
の
一
つ
。

　

街
道
の
行
程
は
、
徳
島
城
鷲
の
門
か

ら
、
上
鮎
喰（
徳
島
市
）・
石
井（
石
井
町
）・

諏
訪（
石
井
町
）・
川
島（
吉
野
川
市
）・
瀬

詰（
吉
野
川
市
）・
船
戸（
吉
野
川
市
）・
舞

中
島（
美
馬
市
）・
貞
光（
つ
る
ぎ
町
）・
半

田
（
つ
る
ぎ
町
）・
加
茂
（
東
み
よ
し
町
）・

州
津
の
渡
し
・
池
田
村
細
野
峠（
三
好
市
）・

佐
野
（
三
好
市
）
を
経
て
伊
予
国
境
に
至

り
、
総
延
長
は
二
十
里
二
町
余（
約
80
㎞
）。

　

沿
線
に
は
水
陸
交
通
の
交
差
し
た
要

所
に
あ
っ
て
古
く
か
ら
に
ぎ
わ
っ
た
川

島
や
池
田
な
ど
の
町
が
あ
る
。

一
口
メ
モ

伊予街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

吉
野
川
の
舟
運
と
結
ぶ

水
陸
交
通
の
幹
線
・
伊
予
街
道 


